令和７年度浜竹保育園事業計画
１．概　要

①運営方針

　
　　●大田区も子育て施策に力を入れ「こどもまんなか応援サポーター宣言」をしています。こども会議や子ども食堂はじめ子育てへのサポート等、地域で子育てを支えていくことを目指しています。
園としても支援家庭も増えています。地域のつながりの中で保育園職員の専門性を生かした、PR活動や相談事業をより積極的に取り組んでいきます。
●また、大田区として労働環境の見直しの一環として保育園のICT化を推奨しています。浜竹保育園においても引き続き事務改善の見直しや働きやすい職場づくりに努めます。職員で検討するにあたり広い視野で考えていけるよう保護者にもアンケートなどの協力をお願いし、検討材料とします。
●保育士の経験年数が上がり行事等準備も効率よく進められるようになっています。経験者として園運営等にも関わりの経験を広げるため役割分担や業務内容の見直しを図ります。また、全体で課題の見直しや質向上を図ります。
●産休者や育児休業者が令和７年度も続きます。また、延長保育専任も退職となり益々シフト体制が厳しくなります。早番遅番の職員体制や保育のあり方等を全体で検討、現状に合わせた体制を構築し意識転換を図ります。
②定　員　　　１４０名（大田区との協定によります。）
　　　　　　　（３０年度より前期・後期に分け各１名予約制導入）
③事業日数　３０９日（１２月２９日～１月３日までは大田区の規定により休園します。）
④開園時間　月曜日～土曜日　　　　７時１５分から２０時１５分
　　　　　　　休日保育　　　　　　（令和７年度は、１月・２月・３月のみ実施予定）

　　　　　　　　　　　８時３０分から１７時３０分
　

　⑤保育時間　（月曜日～土曜日）

早朝保育　　　　　　　７時１５分から  ８時３０分

　　　　　　　　通常保育　　　　　　　８時３０分から１８時１５分

　　　　　　　　延長保育　　　　　　 １８時１５分から２０時１５分
　⑥職員数　　園長１名、　主任保育士２名、
保育士　２３名　
　　　　　　　看護師１名、　　　　・栄養士・調理員　５名
非常勤保育士３名　　延長専任非常勤保育士１名　　派遣保育士１名
保育補助員パート（早朝または夕方保育）２名、
嘱託医（大田区の指定による）　内科医1名、歯科医1名
２．保育運営

　　①保育理念
　　　●こどもは、こども同士認め合い、助け合い、学び合う、こども社会の中で、成長することが望ましいと考えます。

　　　●私たちは、こどもの個性・人格を尊重し、自立を促し、日々の生活の中で家族とともにその成長・発達の援助を行います。

　　
②保育方針

　　　●十分に養護の行き届いた環境の下、こども達が主体的に生き生きと生活・活動できる環境を整え自己を十分発揮し人として『生きる力』をはぐくむ。
　　　●愛着関係を確立させ、こどもとの継続的な信頼関係を築く。
　　　●保育所職員の専門性を活用し、在園児及び地域の子育て支援を行う。
　　③保育目標
　　　　「共に遊び　　共に育ち合い　　学びに向かう子」
　　　１．友達と一緒に遊び、楽しみながら様々な体験を重ねる中で、考えたり工夫したり、協力したりしながら主体的に行動する力を身につけるこども

　　　２．互いの思いや考えを共有したり、自分と異なる考えに気付いたりしながら学びに向き合い、互いに育ち合える子
　　

　　④クラス編成及び職員配置

　　　0歳児　かめ組　　　　１７名　　保育士７名
　　　1歳児　かに組　　　　２１名　　保育士４名（他、派遣保育士1名）　
　2歳児　ぺんぎん組　　２４名　　保育士４名（非常勤保育士１名）
　　　3歳児　いるか組　　　２６名　　保育士３名（非常勤保育士1名）
　　　4歳児　とびうお組　　２６名　　保育士2名（非常勤保育士1名）
　　　5歳児　くじら組　　　２６名　　保育士２名
　　　　　　　（園児定員　１４０名）　（保育士　２２名）
　　
　主　　　任　　　　　　　　　　２名
　　　非常勤保育士補助員　　　　　　４名
　　　保育補助　　　　　　　　　　　１名（常勤１名）

　　　保育補助　　　　　　　　　　　２名（パート）
　　　嘱託内科医（１名）　　嘱託歯科医（１名）
　⑤保育内容
　　●園庭の使用（人口芝生）について切れ目なく全クラスが使用機会を増やし、思いっきり走ったり寝転ぶなど全身を動かす機会とし、体幹や俊敏性を養っていきます。柔軟体操や基本的な運動と衝突を回避する運動遊びも引き続き各年齢継続的に取り組みます。　　
●近年猛暑日が長く続き戸外遊びが出来ない日が多くなっています。そのため冷房の効いた室内で過ごすことが多く乳児の発汗機能が低下していると考えます。猛暑日避け汗をかく運動を意識的に取り入れ発汗機能を培っていきます。
　　　●個々のこども達の自分の身体への関心や健康づくりへの意識が高まるよう、復習やこども達の発想や考えを言葉で引き出せるよう活動内容を工夫します。
●令和７年度は年度初めに異年齢交流を計画的に進める。年間通し、１・２歳児のお世話や逆に幼児クラスで一緒に遊ぶ日等日常的な交流も進めていく。
●「SDGｓ」、については、こどもの活動を通し保護者への啓発にもつながっている。令和７年度は親子で取り組める内容を提案し、地球資源を大切にする意識を広げていきます。
保育活動として各年齢で身近な廃材を教材や遊びに取り入れ実験など科学の芽を育てる取り組みを広げていきます。
　　　●食育活動として保存食づくり（干しシイタケ・切り干し大根・味噌・干し芋）など、栄養士や調理師・保育士が連携し幼児中心に体験活動を計画的に取り入れます。

　　　
　　⑥家庭との連携
　　　●QRコードネームを忘れたり首にかけないなどルールから外れる方への徹底が出来ていません。年度初めにメールや掲示板掲載と全職員の声掛けを徹底し保護者への啓発に努めます。
●保護者会における保護者交流の時間と内容について事前アンケートをとり、ニーズに沿ったより有意義な時間となるよう設定します。続けてきた紙面での情報交換も継続します。
　●大田区として全園で「５歳児健康診断」を実施することになりました。保護者による事前アンケートの実施と保育園で発達チェックなどを行い、園医の評価を受け個の持つ特性や育児相談など専門機関につなげ発達支援や育児支援を行っていきます。
　●これまで継続的に園児中心の健康教育を行い自分の身体や健康づくりへの意識も芽生えてきました。７年度は園の活動をとおして親子で参加できる健康教育を計画します。（健康かるた・紙面でのクイズなど）
●令和６年度の第三者評価受審における評価の中で、「今後の課題として保育の状況を家族全員が共有できるよう工夫していくと良い。と助言がありました。幼児クラスの日々の保育についてコドモンに掲載していく予定です。
●安全保育について毎月のクラス便りに簡単に掲載していますが、令和７年度はもう少しイメージできるよう掲載内容を工夫します。
●幼児の食育活動「保存食づくり」について作り方や活動の様子等、写真やイラストで保護者にも紹介し食への関心を高めます。
　●ICTの新たな取り組みとして、日々の保育をメール配信やアンケートなども積極的に配信します。また、保護者の閲覧率を上げるための啓発活動を行っていきます。
　⑦人材育成
●令和６年度初めて取り組んだ園内における「公開保育」を継続していくが、業務に無理のない計画を検討、進めていく。人権についても参考文献を中心に共通理解を進めていく。修にも積極的に参加を勧め、個々の職員の学ぶ機会を計画的に実施します。
●育児休業代替えの看護師も保育園業務に慣れてきてきましたので、７年度は健康教育として年間の計画立案と健康教育にも関わってもらいます。
●令和６年度より難しい精神疾患の保護者が増えました。統合失調症の大変難しいケースもあり子ども家庭支援センタ―・保健師・かかりつけ医師・保育サービス課と連携を取りながら対応していますが、職員間での情報共有と外部講師による勉強会を開催し、共通理解し対応に努めていきます。
　　　●処遇改善に関わる部分として職員評価の在り方を就業規則に掲載し、職員に周知し意識向上をはかります。
●年度替わりに「安全保育計画」と「保育所における不適切な対応」について主任・副主任を中心に丁寧に確認し、定期的な振り返りを行い保育実践力を高めます。
　　　●個々のPC技術向上に向けた取り組みも具体化します。
⑧地域の実態に対応した事業

　　　地域子育て支援事業

　　　●子育て支援活動として人気のある「離乳食講習会」の回数を増やすとともに食事や健康に関する相談時間を長めにとり個別の対応を丁寧にしていきます。
●近隣老人施設との交流について、これまでのようにお神輿周りはもちろんですが、７年度は
定期的にこども達の歌や声かけ等タブレットを通し届けます。
　　　●精神疾患の保護者が増え子ども家庭支援センターと関わるケースも増えてきました。病気の特性や家庭背景について全職員で情報の共有と対応の共通理解について話し合いより適正な対応に心がけていく
幼保小中との連携事業
　　●近隣保育園（東糀谷）と交流について早めに打ち合わせを行い交流会回数５回から７回に増やし交流を深めていきます。
　　●近隣小中学校との交流や体験学習やボランティア積極的に受け入れます。

●幼児クラスの煙体験や起震車体験を近隣園にお願いし参加経験していきます。
　
⑨苦情処理
　　　●入園説明会において苦情解決「第三者委員」制度について丁寧に説明し周知します。
　　　　保育中の怪我の対応については、日本スポーツ振興会にかけること等を丁寧に説明します。
　　　　※重要事項説明」について説明する際に「選定療養費」について説明をします。

　　
　●難しい保護者対応について全体で情報共有と対応について共通理解しトラブルにならないよう丁寧に関わっていきます。また、改善の必要な事項についても速やかに検討・改善し、必要に応じて全保護者に向けての回答掲示や文書にて報告します。　　
　⑩リスクマネジメント　
　　　●災害時事業継続（PCB）や安全保育計画（各マニュアル）の見直しと簡易トイレ設置や部屋の使い方など少人数ずつ部分的に訓練を実施し、全員が体験できるよう計画を立てます。
　　　　実践の振り返りを丁寧に行い、効率や利便性などを検証しマニアル等を修正します。

　　　●地域の方にも声をかけ起震車体験を実施します。消防署にお願いし通報訓練を実施体験します。地震訓練においては、園内と園外で同時の避難訓練を計画します。また、園外活動時の防犯訓練を実施します。
●安全保育として保育室の棚や玩具等環境の見直しをパートごとに定期的に行うとともに、不適切な関りなども定期的にチェックします。
●救急救命や応急手当について定期的に看護師による講習を継続的に実施し、職員実践力を高めます。嘔吐処理については、経験の浅い職員に早めに講習会を実施します。
　昨年度は様々な感染症が流行りました。早い段階で感染症について症状はじめ予防対策など看護師の指導で勉強会を実施します。

　　　●職員体制が変わる時に誤食事故が起こりやすいため、調理パートはもちろん他職種も全員も除去食提供や衛生管理など共通理解と確認作業を重ね、安全・安心な給食提供をします。
　
⑪　修繕及び備品購入
　　・タブレット２台追加購入。
　　・床張り替えは廊下と事務所が残っています。事務所は部分張替えでしたが、他の部分も板の反りや破損などが目立ちます。シートを貼って頂けるよう大田区の担当者に依頼します。
　　＊後期予算の支出状況によりトイレ便器のウオシュレット化未改修箇所３か所改修します。
　　

　　

　　

